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特徴 サイズ拡張性
分散配置

燃料

膜分離

電気化学的変換

熱化学的変換

DAC-U

CO2

DACから得られたCO2混合ガスから炭素
化合物を製造する熱変換ユニットの開発

“ビヨンド・ゼロ”社会実現に向けたCO2循環システムの
研究開発

CO2変換研究ユニット



Q3: 「O2共存下CO2の水素化は可能か？」

ヒント：酸素は水素を燃やす！: H2+ 1/2O2→ H2O

2NaOH + CO2 →Na2CO3 +H2O

Na2CO3 + H2 → 2NaOH + CO

Q4: 「O2とCO2、どちらがH2と反応しやすい？」

Q1「電気を使わずに、CO2を燃料に変換する方法は？」

Q2「どんな燃料にも変換できる分子は？」

Q5: 「H2をO2と反応させずに、CO2と反応させる方法は？」
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現時点の成果：連続的CO2吸蔵・水素化システム

反応条件
触媒量：0.3 g

温度：350C

ガス流量：100 mL/min

吸蔵ガス：0.5%CO2/10%O2/N2

還元ガス：H2

切り替え：30 s毎
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熱化学的CO2変換ユニットの耐久試験(100 h)
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高いCO選択率(85～95%)

10%酸素が混ざった0.5%CO2を
COに変換する新しいプロセス

連続的に90%以上のCO2を吸着
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最終目標

DACで生成した、CO2/O2/N2混合ガスを「直接」、「一段
で」CH4, COに変換するDAC-U触媒プロセスを開発
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